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（様式２） 

学 校 関 係 者 評 価 報 告 書 

 

愛媛県立新居浜工業高校 

学校番号（７） 

 

評 価 ・ 提 言 等 提言等に対する改善方策等 

今年度の最終評価について 

(1)教育目標 

「自ら学び、自ら鍛え、たくましく生きる生徒の育

成」とものづくりを通して充実感や達成感を味わわせ

る活動の推進と人材の育成を進めていただきたい。 

 

 

・今後とも「ものづくり教育」と「こころの教育」を通し

て、生徒に充実感や達成感を味わわせる活動を推進し、

人材の育成に力を入れていきたい。 

(2)学習指導 

アンケート結果では、全体的に生徒への指導が良く

できていると思う。不登校や退学者がいないか心配で

ある。 

 

・昨年度の授業評価アンケート結果より、全ての項目に

おいて上昇しているので、来年度も引き続き頑張りた

い。退学者は、昨年度が５名で、今年は２名。来年度

は０名を目指していきたい。 

(3)学校経営 

保護者のメール登録率が 92.5％と高く、ホームペー

ジの内容も充実しており、PTA だよりや図書館だより

などでの連絡事項が発信できている。学校公開と情報

発信の成果が表れている。 

図書について教職員の自己評価が低いが、図書館だ

よりなどは、読書に関心を持たせる工夫ができてお

り、もっと評価してよい。 

  

「新工祭」の平日開催は仕方ないが、できれば休日

開催にしてほしい。 

 

・メール登録は 1年生が 95.5％と最も高く、新年度の保

護者へのアピールをしっかりとして、更に加入率を伸

ばしていきたい。 

・ホームページや PTA だよりなど、学校や生徒の活動の

様子を皆様に知ってもらえるような記事を、タイムリ

ーに配信できるようにしていきたい。また、生徒や保

護者に役立つ内容を提供できるように、図書館・保健・

PTAだよりなどの内容も工夫していきたい。 

・新工祭は、部活動試合の関係で、来年度も平日開催の

予定である。 

(4)工業教育 

ものづくり等のイベントに対して、積極的に取り組

んでいる様子が伺え、大変すばらしいと思う。 

難しいことをするのではなく、小・中学生に、「気

軽に遊びにおいで」というようなイベントをして、身

近な存在になることが大切だと思う。 

 

 

・東予ものづくり祭等、地域の方々との交流イベントに

は、年間を通して積極的に取り組んでいる。本年度は、

入学を希望している中学生の参加も見られた。御提言

のように、小・中学生をはじめ、地域の皆様にとって

親近感のある学校になるよう、今後も工夫を重ねなが

ら努力していきたい。 

(5)ＩＣＴ教育 

ＩＣＴ機器を活用した授業を積極的に行っている

のは良い。更にＩＣＴ機器の利用研修会なども良いと

思う。また、Wi-Fi システムの充実が図られており、

これまでとは大きく異なる指導法も可能になると思

う。また、それと同時に様々な実践上の課題も出てく

ると思うが、これからの教育に大きな可能性を与える

 

・この数年で、校内ＬＡＮやＩＣＴ機器、最新のネット

ワークシステム、学習系 Wi-Fi システムなどが急速に

設置され、各種機器の充実は図られている。しかし、

急激な機器の増設に伴い、サーバ等の制御面に不具合

が生じているので改善したい。また、学習系 Wi-Fi シ

ステムの運用の検討が必要である。 
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ものなので、今後とも他校をリードする先進的な取組

にチャレンジすることを期待している。 

(6)特別活動 

学校評価アンケート集計結果の鹿森ウォークにつ

いて、生徒から廃止して欲しいという意見があるが、

鹿森ウォークの目的・内容について教えてほしい。 

 

 

 

 

 

・目的は長距離を歩き通すことにより、体力、精神力を

養い、挑戦することの素晴らしさや協力し我慢するこ

との大切さを理解させる。また、歩ける喜びや自然の

偉大さを知るとともに友情を深める。内容は、新工か

ら滝の宮公園、山根グランドを経由し、新居浜市立川

自治会館を往復する。（距離：約 16Km、時間：約 5 時

間） 

(7)生徒指導 

通学中の交通事故状況について 

 

 

スマホの家庭での過度な使用は学習や家庭生活に

悪影響を及ぼしているのではないか。トラブル防止の

ためにも学校と家庭の両面での指導が必要である。 

 

 

 

・生徒課に報告のあった事故は、現在のところ全体で５

件、対自動車・バイクが３件、対自転車が２件である。

交通安全についての呼びかけや指導を粘り強くする。 

・スマホの利用については、保護者宛ての文書を配布し

注意喚起を行っている。各家庭でのスマホの使用につ

いては、保護者と緊密なコミュニケーションを図り、

各家庭における子供の指導について、しっかりとサポ

ートしていきたい。 

(8)教育相談 

生徒から気軽に相談できる相談体制の充実といじめ

の早期発見や対応に努めてほしい。 

 

 

 

 

・「スクールライフアドバイザー」が毎週火曜日に、相

談室に常駐することとなっており、生徒のみならず保

護者等の相談も受け付けている。また、１・２学期末

には、「学期末教育相談日」を保護者懇談会と並行し

て設定している。しかし、残念ながら、自主的に保健

室や相談室を利用しての活動は活発であるとは言え

ない。普段から生徒の中に入って気持ちを共有し、ち

ょっとした変化に気づけるよう、全教員が心がけてい

きたい。また、いじめ問題に関しては、年３回のアン

ケートを実施し、生徒指導及び人権・同和教育担当者

と連携しながら対応していきたい。 

(9)人権・同和教育 

「思いやりの心」「自尊感情」を育成させるための活

動が大切に思う。 

 

 

 ・校内の人権･同和教育を先ず充実させようと考えてい   

・ る。特に「ホームルーム活動」の内容を今一度見直し、

本校生との実態に即した、生徒の心に訴える内容や指

導方法を研究したい。 

(10)進路指導 

卒業時の就職内定率 97.8％、うち市内企業への内

定率について可能であれば教えてほしい。 

卒業１年後及び３年後の離職率の調査方法につい

て、教えてほしい。 

 

・市内企業への内定率は、50％である。 

 

・毎年、入社後３年以内の企業へ就業状況追跡調査を実

施している。 
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(11)学校安全 

自己評価表の学校安全の項目で、「施設設備の改善

が老朽化に追いついていない現状がある。」とある

が、どのようなところなのか。また、今後の改善の

見込みはどうなのか。 

 

 

 

 

 

・今年度は、倒壊の恐れのあるブロック塀やブロック小

屋の改修を行った。生徒用の机と椅子も 40セット購入

した。校舎の屋根から雨漏りをしたり、水道の配管か

ら水漏れがある。また、校舎各所のコンクリートのひ

び割れや欠けも多く見られる。教室の壁や扉、窓枠な

ど木材箇所の傷みが激しいところもある。生徒の安全

を最優先に考え、優先度の高いところから改善してい

く予定である。 

(12)学校保健 

今回の新型肺炎（コロナウィルス）に対する注意

喚起や指導は何かしているのか。 

 

 

 

 

・新しい情報については、教職員間で共有している。予

防については、基本的な感染症対策が重要なため、風

邪や季節性インフルエンザの予防と同じように手洗い

や咳エチケットに努めるよう呼びかけや保健だよりで

の啓発に努めている。 

(13)学校行政事務 

市内の他校に比べて学校全体では良く整備されて

いると思うが、校舎が古く、トイレや衛生面での対

策が必要ではないか。最近の夏の猛暑を考えるとエ

アコンを導入するべきである。 

 

 

 

 

 

・本校の施設は築 50年を超えるなど、施設、設備の老朽

化が著しく、その対策が重要な課題となっている。昨

年は、第２教棟の給排水管取り換え工事を行った。今

後も施設全体の長寿命化対策を進めていくなかで、ト

イレをはじめとした諸設備についても計画の中に位置

づけ、整備を進めていきたいと考えている。 

・普通教室（ＨＲ教室）については、エアコン設置を今

年度に整備予定である。なお、エアコン設置費用や運

転に係る電気代等は、全て公費で負担する。令和２年

度からエアコンは使用できる。 

 


